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炭
研
究
資
料

　
セ
ン
タ
ー
）
　
「
七

　
　
　
編
集
後
串
記

　
会
員
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
日
行
わ
れ
た
、
新
制
度
に
基
づ
く
初
め
て
の

衆
議
院
選
挙
は
、
自
民
優
勢
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

本
号
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
ど
の
よ
う
に
、

政
治
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回
の

総
選
挙
は
、
投
票
率
が
戦
後
最
低
と
い
う
、
余
り

喜
ば
し
く
な
い
記
録
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
少
し
は
新
政
権
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
一
九
九
六
年
最
終
号
を
、
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
味
読
下
さ
い
。
　
　
（
京
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

冠
三
笠
℃
朋
二
語
舗
定
価
＝
一
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
六
〇
円

　
史
　
林
　
策
七
九
巻
第
六
号
（
通
巻
第
四
〇
〇
丹
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
脊
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人

印
刷
所

購1史
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